
まえがき＝本稿では，当社の溶接材料の海外戦略の歴
史，及びその中から学んだグローバル化の難しさと，商
品戦略におけるわが国との差異などについて記載する。

1．海外戦略の概要

　当社溶接材料の海外戦略の歴史は，大半の日本企業同
様，輸出による市場拡大であった。その後，各国での国
内メーカの成長，為替変動リスク解消，市場への早期対
応ニーズといった必要性から，海外での生産販売を検討
し，アセアン地域の核とすべく，THAI-KOBE WELDING







早く市場に安定品質品を適正な価格で紹介したことで，欧州，米国ともに35～40％のシェアを確保しNo.1メーカとなっている。　ステンレスに関し，欧州ではほとんどのケミカル船に二相ステンレス（Duplex stainless）が主に使われ，また316系も多いという状況は，304系が主体の日本市場ａた


